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ＩＣＴ活用工事とは

1

ＵＡＶ写真測量
レーザスキャナ
を活用した
３D現況測量

発注図書（図面）から
３D設計データ
を作成する

３次元起工測量

３次元設計デー
タ作成

ICT建設機械に
よる施工

３次元出来形管
理等の施工管理

３次元データの
納品と検査

３Ｄマシンコントロール
３Ｄマシンガイダンス
を利用した施工

ＵＡＶ写真測量
レーザスキャナ
等を活用した
出来形管理計測

作成、利用した
３Ｄデータの納品

 ３次元計測技術を用いる

 ３次元設計データを作る

 ３次元的な管理を行う

ＩＣＴ活用工事は、建設施工プロセ
スの各段階でＩＣＴ施工技術を活
用する工事です。

 ICT （Information and 
Communication Technology）：情報
通信技術



（１）ＩＣＴ活用工事で何が変わるのか？



“図面が変わる”＝契約図書の３次元化

3

２次元図面から ３次元設計データへ

２次元図面と同一性が確認できる面で
構成された３次元設計データ

正の設計図とする

面的な出来形管理等に利用
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参考：３次元設計データ作成に必要な機材について

出典：福井コンピュータ（株）

出典：（株）建設システム

■３次元設計データ作成ソフト ■ＰＣ

使用するアプリケーションにより要求性能
が異なりますが、快適な動作を求めるに
は、ある程度高性能なPCが必要です。



“施工が変わる”＝ICT建機による施工

5

丁張を目印とした施工から ３次元データを目印とした施工へ

【ＩＣＴ建機によるＭＣ／ＭＧ施工】

・重機の日当たり施工量 約1.5倍
・作業員 約1/3 

MC（マシンコントロール）

建機の位置情報と現場の設計データを活用し、建機を半自動
制御するシステム
MG（マシンガイダンス）

建機と目標（設計データ）の位置関係の情報を、オペレータに提
供する（モニタ表示により）システム
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参考：ＩＣＴ建機による施工に必要な機材

■ＩＣＴ建設機械

測位方法：GNSS／TS自動追尾

出典：CAT

制御種類：MG,MC

■３次元設計データ

出典：HITACHI

MC（マシンコントロール）：建機の位置情報と現場の設計データを活用し、建機を半自動制御するシステム

MG（マシンガイダンス）：建機と目標（設計データ）の位置関係の情報を、オペレータに提供する（モニタ表示により）システム

●ＩＣＴ建機の活用効果（参考）

・重機の日当たり施工量 約1.5倍
・作業員 約1/3 



“測量が変わる”＝３次元点群データの取得
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断面の計測から ３次元の面的な計測へ

代表断面を計測

面的な計測（点群データ）

断面積 平均断面積 土量 断面積 平均断面積 土量

NO.0+5(起工測量後) 0.000 1.0

NO.0+10(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 2.0 1.50 7.5

NO.0+15(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 2.2 2.10 10.5

NO.0+18.609(起工測量後) 3.609 0.00 0.0 2.6 2.40 8.7

NO.1(起工測量後) 1.391 0.00 0.0 2.7 2.65 3.7

NO.1+5(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 3.0 2.85 14.3

NO.1+10(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 2.8 2.90 14.5

NO.1+15(起工測量後) 5.000 0.00 0.0 3.7 3.25 16.3

合　計 30.000 0.0 75.5

切土 盛土
測点名 距離

２次元の計測結果を利用した数量算出

３次元の計測
結果を利用し
た数量算出
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■取得データ処理ソフト■３次元計測技術

出典：Pix4D
写真測量ソフト

出典：福井コンピュータ（株）
点群処理ソフト

参考：３次元計測で必要な機材



“基準が変わる”＝面的な評価

9

代表管理断面による出来形管理から ３次元の面的な出来形管理へ

２次元の結果による資料

長さ、高さによる出来形管理
面的な出来形管理

３次元の結果による資料
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計測点

設計面

標高較差
を確認

参考：出来形管理図表（ＩＣＴ活用工事）
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■出来形帳票作成ソフト

出典：（株）建設システム

参考：出来形管理（面管理）に必要な機材

３次元設計データ

出来形計測点群データ



（２）ＩＣＴ活用工事における出来形管理方法



ＩＣＴ活用工事における３次元出来形管理の種類
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多点計測技術を用いて
出来形管理範囲の点群座標を取得

面管理※1を行う
（面管理の規格値を使う）

単点計測技術を用いて

出来形管理範囲について、出来形評価用
データ点密度※２満たすよう座標を取得

面管理を行う
（面管理の規格値を使う）

多点計測技術を用いて
出来形管理範囲の点群座標を取得

断面管理を行う
（従来の規格値を使う）

単点計測技術を用いて
出来形管理範囲の管理断面における
変化点（法肩、法尻など）座標を取得

断面管理を行う
（従来の規格値を使う）

A

B

C

D

ＩＣＴ活用工事の出来形管理手法には大きく分類して以下

の４種類の手法があります。
さきほど説明
した面管理



（３）国土交通省の動向（建設分野）



①ICT施工の基準類拡大



16国土交通省第２２回 ＩＣＴ導入協議会資料より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000052.html）
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② i-Construction2.0
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【参考】コベルコ建機 HPより
https://www.kobelco-
kenki.co.jp/pickup/horunavi/product/tilt_rotator.html

チルトローテータとは

バックホウのバケットを360度回転・左右に傾けられるアタッチメント。

https://www.kobelco-kenki.co.jp/pickup/horunavi/product/tilt_rotator.html
https://www.kobelco-kenki.co.jp/pickup/horunavi/product/tilt_rotator.html
https://www.kobelco-kenki.co.jp/pickup/horunavi/product/tilt_rotator.html
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③中小建設業への普及方策
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